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カケハシ・プロジェクト（米国） 

ユダヤ系米国人招へい第 2陣（American Jewish Committee）の記録 

 

１．プログラム概要 

【目的・概要】 

本プログラムでは、米国ユダヤ人委員会（American Jewish Committee, AJC）が選出したユダヤ系米国人

12 名が、1 月 19 日から 1 月 25 日の日程で、東京都及び京都府を訪問しました。日本と在米ユダヤ人コ

ミュニティの活発な交流や協力関係を促進し、さらには日米関係を強化することを目的として実施され

ました。日本の政治、経済、社会、文化、歴史及び外交政策などについて理解を深めるとともに、参加者

間の交流によるネットワーク強化を図りました。 

 

【参加者】AJC 選出の社会人 10 名及び引率者 2 名 合計 12 名 

 

【訪問地】東京都、京都府 

 

【日程】 

◼ プレプログラム（オンライン事前学習）： 

1 月 15 日（木曜日） 【来日前（渡航前）オリエンテーション】事業目的・ミッション、日程説明、 

 渡航上の注意、感染症対策等 

来日までの指定期間 【動画視聴】日本理解講義（Web Japan より選択） 

 

◼ 招へいプログラム： 

1 月 19 日（月曜日） ホテル集合 

 【来日時オリエンテーション】 

1 月 20 日（火曜日） 【表敬訪問】アメリカ合衆国大使館 

アーロン・D・スナイプ 首席公使 

政治部 フワン・カンマラーノ 一等書記官 

広報・文化交流部 サラ・ベロゾフ 教育・人物交流担当官 

 【視察】皇居 二重橋 

 【表敬訪問】外務省 総合外交政策局 有馬 裕 局長 

 東京都から京都府へ移動 

1 月 21 日（水曜日） 【視察】伏見稲荷大社 

 【文化体験】写経体験（勝林寺） 

 【視察】金閣寺 

 【学校交流】同志社大学 神学部 

 【視察】錦市場 

1 月 22 日（木曜日） 【視察】京都市内（福井県敦賀市への訪問（敦賀市長への表敬訪問・人道の港 

 敦賀ムゼウム視察）が大雪のため予定変更） 
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 京都府から東京都へ移動 

1 月 23 日（金曜日） 【視察】国会議事堂（衆議院） 

 【表敬訪問・視察】イスラエル大使館 ギラッド・コーヘン 大使 

 【意見交換】日本ユダヤ教団 

1 月 24 日（土曜日） 【視察】千葉工業大学東京スカイツリータウン®キャンパス 

 【視察】浅草 

1 月 25 日（日曜日） 【ワークショップ】報告会準備（訪日成果のとりまとめ、SNS 発信状況等確認、 

 帰国後の活動計画 （アクション・プラン）の作成） 

 【報告会】訪日成果・帰国後の活動計画発表 

 成田国際空港及び羽田空港より出国 

 

２．記録写真  

招へいプログラム 

  

2026 年 1 月 20 日【視察】皇居 二重橋 2026 年 1 月 21 日【視察】伏見稲荷大社 

  

2026 年 1 月 21 日【文化体験】写経（勝林寺） 2026 年 1 月 21 日【視察】金閣寺 
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2026 年 1 月 21 日【学校交流】同志社大学神学部 2026 年 1 月 23 日【視察】国会議事堂（衆議院） 

  

2026 年 1 月 23 日【表敬訪問】イスラエル大使館 

ギラッド・コーヘン 大使   
2026 年 1 月 23 日【意見交換】日本ユダヤ教団 

  

2026 年 1 月 24 日【視察】千葉工業大学東京スカ

イツリータウン®キャンパス 
2026 年 1 月 24 日【視察】浅草 

  

2026 年 1 月 25 日【報告会】 2026 年 1 月 25 日【報告会】集合写真 
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３．参加者の感想（抜粋） 

◆ 大学院生 

最も印象的だったのは、日本では全てにおいて細部への配慮と自然への畏敬の念が感じられたこと

です。 日本人が手がけるものは、質の高さ、芸術性、熟練の技は際立っており、それに注がれた時

間と労力を感じ取ることができました。鉄道システムの緻密さ、街の清潔さ、食事へのこだわりな

ど、すべてに愛情と細心の注意が込められていました。帰国後は、私も日々の暮らしをより丁寧に意

識して過ごしたいと思います。 

◆ 社会人 

大学での学校交流は本当に素晴らしいものでした。学生と一対一で過ごす時間があり、その部分が

とても学びの多い経験になりました。中国人学生の歩んできた道のりを聞くこともできましたし、

日本での生活や、ユダヤ系アメリカ人との交流についても話し合うことができました。 

また、外交官の方々とのすべての面会は非常に印象的で、どれも質の高いものでした。それぞれの説

明がとても丁寧で、心から感銘を受けました。 

◆ 社会人 

最も印象的で意義深いと感じたのは、日本の外交コミュニティと直接交流する機会を得たことです。

私たちの訪問は、トランプ大統領と高市早苗首相が会談した直後であり、日本の国会解散と重なっ

たタイミングでした。このような政治的に大きな動きがある時期に、日本に滞在していたことは、あ

らゆる議論に、臨場感と一層の意義を加えるものとなりました。とりわけ印象的だったのは、日米関

係と日イスラエル関係の内部構造について深い洞察を得られたことです。意見交換の場では、これ

らの関係を支える戦略的優先事項、課題、そして長年にわたるパートナーシップについて、非常に透

明性の高い見解が示されました。さらに AJC と日本の外務省が長年、緊密に連携してきたことや、

その協力関係が今もなお両コミュニティ間の有意義な対話を形作っている実態を目の当たりにする

ことができました。 

こうした高レベルの外交関係者との交流、重要な政治的展開をその場で見届ける経験、そして日本

の外交政策の枠組みを内側から理解する機会を得たことで、本プログラムは極めて大きな意味を持

つものとなりました。それは、日本の国際的役割への理解を深めただけでなく、人と人、組織と組織

の関係が、国際的な理解と信頼の構築にどれほど直接的に貢献しているかを改めて実感させてくれ

ました。 

 

４．受入れ側の感想（抜粋） 

◆ 交流校教員 

米国のユダヤ系の方々と知り合いになる、貴重な体験でした。英語による交流の重要性を再認識する

場となりました。日本文化とユダヤ文化の類似点について、さらに調べてみようと思いました。 

◆ 交流校生徒 

民族、国家をこえて人々のつながりの大切さを実感しました。互いを理解し知り合って行く良い交流

の場でした。 

◆ 交流校生徒 

ユダヤ系米国人の方々と交流できる、貴重で有意義な機会でした。しかし、私の英語力が乏しい故に

彼らと十分にコミュニケーションをとることが難しく、先生や大学院生の方々に助けてもらいまし

た。全体を見るとみなさん楽しそうに交流されていたのが印象に残っています。 
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５．参加者の対外発信（抜粋）、報道記事等 

  

2026 年 1 月 27 日（LinkedIn） 

日本とユダヤ人社会との関係強化を目的とした米

国ユダヤ人委員会（AJC）外交派遣団の日本訪問が

終わりを迎えます。 

私たちの日本滞在中、高市首相は国会を解散し、

総選挙の実施を表明しました。高市首相は、2022

年に暗殺された安倍晋三元首相の後継者と目され

ており、日本の再軍備を加速させ、防衛予算を大

幅に拡大するなど、日本を非常に注目すべき方向

へと導いています。日本は、中国、ロシア、北朝鮮

をはじめとする多くの安全保障上の脅威に直面し

ているとの認識を強めており、もはや従来の平和

主義的アプローチを維持することはできない状況

にあります。日本はアラブ諸国を含む海外からの

エネルギー輸入に大きく依存しているため、イス

ラエルとの関係とアラブ諸国との関係の双方をバ

ランスよく維持しようとしています。今回の訪問

のハイライトは、現在、外務省の局長職にある有

馬裕氏への表敬訪問でした。有馬氏は、防衛、クラ

ウド、サイバーセキュリティ、AI といった分野に

おける日本のニーズや、それらの分野におけるイ

スラエルの支援ついて、繰り返し言及されました。

日本は、イスラエルをサイバー及び防衛分野にお

ける強力な先進国として評価しており、これらは

日本が迅速な支援を必要としている領域でもあり

ます。 

2026 年 1 月 29 日（LinkedIn） 

今日の政治情勢の中での日本滞在は、体験に予想

外の深みを与えました。 

ちょうど私たちが訪問を予定していたその日に議

会が解散され、総理が総選挙を呼びかけました。

大きな政治的転換がまさにリアルタイムで進行し

ていましたが、現地では落ち着いて手続きが進め

られていました。混乱よりも、継続性と次のステ

ップに重きが置かれていたのが印象的でした。今

回のプログラムを通じて、外務省の有馬裕氏、在

日イスラエル大使館のギラッド・コーヘン氏、そ

して在日米国大使館のアーロン・スナイプ氏をは

じめ、多くの外交官や政府高官の方々とお会いで

きたことは、大変光栄でした。敦賀市長との面会

は、残念ながら吹雪のため中止となりました。政

治情勢がまさに動いている最中に、このような

方々と意見交換を行えたことは、安全保障や地域

情勢、長期的な協力関係に関するより広範な議論

に深みと文脈を与えるものとなりました。また、

政治的な文脈が意思決定やパートナーシップの形

成にいかに大きな影響を与えるかを改めて実感す

る機会にもなりました。このような局面で各機関

がどのように対応するかは、彼らが何を重視し、

長期的にどのような価値観で判断しているのかを

示していると言えます。 
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2026 年 1 月 29 日（LinkedIn） 

日本での忘れがたい日々から戻ってきました。今

年 で 10 周 年 を 迎 え る AJC ACCESS の

『KAKEHASHI Mission』プログラム—に引率者と

して参加する機会に恵まれました。刺激を与えて

くれる ACCESS リーダーや同僚の皆さんととも

に AJC を代表して参加する中で、日本、米国、イ

スラエル、そしてユダヤ社会における関係性がい

かに重要で、多面的で、深い意味を持つものかを

改めて実感する一週間となりました。過去 10 年

間、AJC は日本政府と協力し、若いユダヤ系リー

ダーを日本に招へいする取り組みを続けてきまし

た。これにより、外交、市民社会、文化といった幅

広い分野での関係強化が進められてきました。今

年のミッションは、国際社会で日本がますます積

極的な役割を果たし、地域との関与を再活性化さ

せている、極めて意義深いタイミングでの実施と

なりました。1 週間の滞在期間中、私たちは多くの

貴重な機会に恵まれました。その一つは、日本の

国際社会での役割の変化や、米国及びイスラエル

との関係が一層重要性を増していることについて

高レベルで議論する外交機関への訪問でした。日

2026 年 1 月 30 日（LinkedIn） 

今回の日本滞在で特に強く印象に残ったのは、日

本の人々が自分の行動が周囲に与える影響につい

て非常に意識しているという点でした。そのこと

は、公共交通機関の中でも、ミーティングの場で

も、日常のやり取りの中でも、あらゆる場面で感

じられます。空間や時間、そして他者への配慮が

社会全体で共有されており、日本にいるとそれが

次第に自然なものとして感じられるようになりま

す。驚いたのは、そのことがとても落ち着いた雰

囲気を生み出している点です。たとえ人が多い場

所でも、堅苦しさを感じることなく、秩序があり、

静けさが保たれています。人々は意図を持って行

動し、無用な騒音や摩擦がほとんどありません。

だからこそ、伏見稲荷大社が今回訪れた場所の中

で一番のお気に入りになったのだと思います。鳥

居をくぐり、参拝客の多い場所を離れて歩いてい

くと、すべてがゆっくりと静まり返っていきます。

一つひとつの鳥居には、授かったものへの感謝や

叶えられた願いが込められており、その思いが歩

きながら伝わってきます。人々は立ち止まり、礼

をし、そして静かに歩みを進めていきます。誇示
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本のユダヤ人コミュニティと交流し、AJC の最も

新しいグローバルパートナーである日本ユダヤ教

団でシャバットを共に祝い、このコミュニティが

持つ温かさ、強さ、そして深い歴史に触れること

ができました。また、同志社大学のユダヤ学研究

室を訪問し、次世代のユダヤ学研究者達と意義深

い交流も行いました。多くの学生にとって私たち

代表団との交流は、同世代のユダヤ人と触れ合う

初めての機会であり、彼らの率直さと関心の高さ

は非常に印象深いものでした。（一部省略） 

特に印象的だったのは、私たち双方のコミュニテ

ィの間に、これほどの深い善意と共通の目的が存

在し、パートナーシップにこれほどの大きな可能

性を感じられたことです。今回のミッションに参

加した ACCESS のリーダーたちは、今後も全米

各地の AJC 地域オフィスを通じてこの取り組み

を前進させ、この重要な関係性の強化に貢献して

いくことを誓いました。この 10 年間にわたる架け

橋づくりの歩みを引き継ぐ機会を得られたことに

深く感謝するとともに、これからの発展に向けた

活力を得ました。 

するのではなく、自然に心を整える時間がそこに

はあります。そのような環境で過ごしていると、

自分自身の習慣にも気づかされます。私たちがど

れほど急ぎがちか、どれほど早口で話すか、どれ

ほど沈黙に不安を感じることがあるか――正直な

ところ、米国に戻ったときに『カルチャーショッ

ク』を感じると言う人が多い理由が、今ではよく

分かります。両者の違いは本当に大きいのです。

どちらが優れているという話ではなく、ただ違う

だけなのだと思います。しかし、この『心を配る姿

勢』と『感謝の気持ち』の組み合わせは、旅が終わ

った後も長く大切にしていきたいと感じていま

す。 

  

2026 年 1 月 28 日（AJC Miami and Broward の

Facebook） 

「AJC Miami & Broward のメンバーが、今週、

ACCESS AJC の派遣団の一員としてカケハシプ

プログラムに参加したことを誇りに思います」 

2026 年 1 月 31 日（AJC – American  

Jewish Committee の Facebook） 

「今年の AJC–カケハシ・ミッションでは、

ACCESS AJC のリーダーたちが日本を訪れ、外

交・対話・交流を深く体験するプログラムに参加

しました」 
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６．報告会での訪日成果とアクション・プラン発表（抜粋） 

訪問地：東京都、京都府 全 2 グループ発表 

グループ A  

 

【成果の発表】 

同志社などでの交流から、会話は人生を変える力があると実感しました。 

日本社会と文化における静粛さ、心遣い、ホスピタリティに対して深い敬意を覚えました。 

【アクション・プラン】 

体験記を日本の新聞に論説として掲載します。日本総領事及び南フロリダ AJC ACCESS との親睦イベ

ント（2 月 23 日）、茶会（ワシントン D.C.）、外交晩餐会、カケハシ・プログラム同窓生との友人招待

イベント（アトランタ）などを計画しています。 

【今後の目標】 

カケハシ・プログラム及び日米ユダヤ人コミュニティ間のパートナーシップの親善大使となることで

す。 

グループ B 

 

 

 

 

【成果の発表】 

プログラム以外にも日本で出会った食文化や通りかかった寺に置かれた花からも、伝統、クラフトマ

ンシップ、周囲への敬意など、発展して便利になっても失われず両立できるという良い例を学びまし

た。また外務省や同志社大学への訪問から多くを得て、反ユダヤが強まる中の希望を感じました。 

【アクション・プラン】 

 ボストン他領事館とのつながりを深めて友好関係を確立する 

 ラビとの昼食会では日本について積極的にレクチャーを行う 

 AJC ACCESS（アメリカ・ユダヤ人委員会の若手専門部門）NY の若者向けイベントで日本に関

する内容を共有する 

 クリーブランドでクリーブランド・アジア・フェスティバル、AJC ACCESS、ノースイーストオ

ハイオ日本人会、姉妹都市交流などを通じて日本―ユダヤ関係をさらに強化していく 

 日本をテーマにしたシャバットを企画し、神道の専門家を招待する 

 ビジネス分野でのネットワーク構築 

実施団体：一般財団法人日本国際協力センター（JICE） 


